
 

教務運営研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目標   新学習指導要領と私学の教育 

            ・新旧教育課程混在の諸問題 

            ・教務運営上の諸問題 

 

２．会  期   ８月１日（木）・２日（金）・３日（土）の２泊３日（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場   かずさアーク・オークラアカデミアパークホテル 

          〒292-0818千葉県木更津市かずさ鎌足２－３－９ 

          TEL：0438-52-0111(ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-37-7070) FAX：0438-20-5210  

          http://www.kap.co.jp/ 

          （別紙ご案内図を参照ください） 

 

４．参加対象   教務関係教職員等 

 

５．募集定員   １００名（参加申込みが１００名を超えた時点で、締切ります。） 

         参加は１校２名までとします。 

 

６．参 加 費   １名につき４３，０００円 

（２名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費） 

 

７．日  程   ８月１日（木）１３：００受付開始 １３：３０開会式 〔201 会議室〕 

                 ８月３日（土）１１：３０閉会式終了予定
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本年度より高等学校の学習指導要領が本格実施となりました。大学入試への対応もあり、各学校

におかれましては、複数の教育課程への対応などに苦慮しつつも、独自性を発揮されていることと

存じます。 

今回の講演は大学入試センターの荒井克弘試験・研究統括官に依頼しました。お話を伺うととも

に活発な質疑応答を通して、今後のセンター入試の傾向や旧課程による既卒者に対する移行措置な

どの問題に関する見識を深め、今後の学習指導や教育課程運営のヒントを探りたいと考えます。 

また、筑波大学人間系の藤田晃之教授に、私立学校におけるキャリア教育についてご講演をいた

だきます。さらに分科会では、皆様が教務運営で直面している諸問題について協議や情報交換をし

ていただきます。どちらも今後に生かせる知見が得られる機会になります。 

各学校の抱える教務運営上の諸問題の解決の手がかりを見出す場になることと存じます。ご多忙

の折とは存じますが、是非ともご参加いただきますようご案内申し上げます。 



 

８．研修内容 

①講 演 Ⅰ 

演 題  「大学入試センター試験と高大接続について」 

    講 師   荒井 克弘 独立行政法人大学入試センター 副所長 

（試験・研究統括官／教授） 

≪プロフィール≫ 1947 年生まれ。東京工業大学工学部高分子工学科卒業。同大学院理工

学研究科博士課程修了、工学博士。 国立教育研究所教育計画研究室長。広島大学・大学

教育研究センター教授。大学入試センター研究開発部教授（東京工業大学社会理工学研究

科教授（併任））。東北大学大学院教育学研究科教授。東北大学副学長。東北大学名誉教授

を経て現在、独立行政法人大学入試センター副所長/試験・研究統括官。専門は、高等教

育研究、教育計画論。教育接続の観点から新しい大学・学校システムの研究に取り組む一

方、私立大学の供給母体（設置者）である「学校法人」の成り立ち、発展について研究を

進めている。 

    

②講 演 Ⅱ 

演 題  「私学におけるキャリア教育 

～教育活動全体を通じた取り組みの一層の充実のために～」 

    講 師   藤田 晃之 筑波大学人間系 教授      

≪プロフィール≫ 平成 9年 4月中央学院大学商学部助教授。平成 15年 2月筑波大学教

育学系助教授。平成 19 年 4 月国立大学法人筑波大学大学院博士課程人間総合科学研

究科准教授。平成 20 年 4 月国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター総

括研究官。（併任）文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導調査官（併任）文

部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 。平成 25年 4月より現職。専門分野

は、キャリア教育、進路指導。研究課題は、キャリア教育政策研究、学校から職業へ

の移行に関する国際比較研究、キャリア形成（キャリア開発）理論研究、国際研究・

協力活動による研究「OECD国際成人力調査（PIAAC）」。 

  

③資料説明 

    平成２５年度「教務運営に関するアンケート集計結果」について 

佼成学園中学高等学校   簗 瀬   誠                                     

④分 科 会 

・今年度は、「高校単独校」「中高併設校（高校募集あり）」「中高併設校（高校募集なし）」

の分科会になります。ご希望の分科会をお選びください。 

・各分科会の定員は概ね２０名です。 

・申し込み状況により、他の分科会に代わっていただくことがあります。その際は、予

めご連絡いたします。ご了承ください。 

 

９.そ の 他 

   ・宿泊の部屋は禁煙の２名１室利用になります。喫煙する場合はエレベーターホール等

に喫煙コーナーがございますのでご利用ください。参加者同士の交流の為、部屋割り

は、同じ学校の方同士が重ならないようにさせていただきます。 

   ・会場は冷房が強い場合がありますので、必要な方は上着等をご用意ください。 

 

10．委 員（順不同） 

    委 員 長  小坂部 好 史（日本大学第二） 

    副委員長  簗 瀬   誠（佼 成 学 園）   

          戸 谷 述 夫（共 立 女 子）  木 屋 幸 蔵（日本橋女学館） 

          渡 部   進（跡 見 学 園）  津久井 綾 子（桜 丘）  

足 立   剛（か え つ 有 明）  尾 﨑 威 史（朊 優 学 院）  

          網 干   守（成 城 学 園）  

11．記 録 

    松 川 崇 雄（共 立 女 子）  大 浦 正 義（跡 見 学 園） 

          足 立   満（か え つ 有 明）  秋 葉   崇（朊 優 学 院） 

          佐々木 直 也（成 城 学 園）  山 口 秀 之（成 城 学 園） 

          秀 島 尉 浩（佼 成 学 園） 


